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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜入室状況＞
・沖田　康夫様～東合併→東C4

＜患者様連絡情報＞
・島　龍太郎様～本日、主治医より母様へ電話連絡しており、母様より架電あり。主治医より病状の説明を行い、生活状況、プログラムの取り組み状況も伝えている。主治医としては、アルコール依存症治療のほかに、今迄の行動を踏まえ「躁鬱病」も考慮して治療を勧めていった方がという説明も行っている。母様としては、治療の継続を希望しており、週明けに本人に今後の治療について説明し、本人が治療を希望しなかった場合は母様に協力して頂く事も伝え、その際は、再度、連絡させていただく事とし、了解を得ている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。他室侵入など迷惑行為があり、時間前に開放終了している。不調の様子は無く活動的。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。発作様の症状や意識レベルの低下は無い。体動活発で大声で叫んでいる。療養環境調整目的にて東病棟Ｃユニットへ移動となる。午後より傾眠している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。午前・午後1時間の拘束一時解除実施。自傷・危険行為は無く落ち着いている。開放中は私物の整理をして過ごしている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。希死的な発言は無く落ち着いている。入院時より希死念慮は薄らいでいると話している。食事は介助にて全量摂取。服薬の拒否はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・本木　孝子様～依存的な発言はあるが、帰宅要求や不調の訴え無く穏やかな様子。
・寺地　徳和様～朝方7.9℃の発熱あったが14：00には解熱。その他バイタルサイン
異常も無し。軽度腹痛、腹部不快感は持続しているが自制内。その
他腹部症状や嘔気、嘔吐は無い。グル音聴取出来ている。
・川口　ヨネ様～ユニット内を徘徊し、帰宅要求を繰り返している。都度入院治療の必要性について説明行うが、理解出来ない様子。
・是川　雪子様～他者への干渉あり、介入するが止められない様子。干渉によるトラブルはない。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定患者への干渉は続いているが、気分の変調やトラブルはない。本日父様来院され、入院形態の説明と措置解除についての説明を行うが、「本人の状態をみてないのに」と面談を希望される。面談日を調整し、連絡する事とする。
・長瀬　伸也様～ここ数日は妄想的な発言無く、穏やかな様子。１０月１５日に措置を解除する方向で検討する事とし、本人にも近いうちに措置解除する事を伝えている。
